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純剰余生産物と生産可能集合
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第１図 ことなる成長率に対応する
純生産可能集合
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第２図 PmとPgとの対応関係
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第3図 g < r における技術選択と純剰余

利潤率 r (s < r) のもとにおける技術選択では、つねに
技術系Aが選ばれるが、成長率 g ( g < s) では、これは
純剰余(あるいは実質賃金)を最大化しない。
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